
 まなび野⻄⼦ども会活動報告書 

 ①  ⼦ども会の紹介 

 6年⽣8名、5年⽣3名、４年⽣5名、３年⽣5名、1年⽣3名の計24名が所属し、保護者、会員の兄弟（未就 

 学児）なども⼀緒に活動しています。育成会役員は会⻑1名、副会⻑1名、総務1名、会計1名 計4名で対 

 応しており、発⾜23年⽬です。主な活動場所はまなび野⻄集会所とくちなし公園です。 

 まなび野⻄⾃治会、地域住⺠の⽅々に⽀えていただきながら、ご家族皆さんが協⼒的でアットホームな 

 雰囲気の中、異年齢の⼦供達が関わり合い、楽しくすくすく育つ姿を⼤切に活動を⾏っています。 

 ②令和６年度年間活動計画・報告 

 ⽉  活動名・⾏事名  場所  ⼈数  内容  実施 
 ５  新⼊⽣歓迎会  まなび野⻄集会所  約20  新⼀年⽣の歓迎会  〇 

 ６  リーダー研修会  崎野⾃然公園  2  －  〇 

 ７  町⼦連球技⼤会  くちなし公園 
 ⻑与南体育館 

 約20  －   〇 

 ８  夏休み⼯作教室  まなび野⻄集会所  約15  宝⽯⽯鹸づくり  〇 

 １０  ハロウィーンパー 
 ティ 

 まなび野⻄集会所 
 と周辺 

 17  仮装して⾃作の⾵船バルーンを 
 持ってまなび野を探検 

 〇 

 １１  こども体験フェス  マリンワールド  4  －  〇 

 １２  まなび野サロンの 
 ⽅達との交流  まなび野⻄集会所 

 16 
 まなび野サロンの⽅々よりご招待 
 いただき、サロンに来られている 
 ⾼齢者の⽅とスポーツや伝⾔ゲー 
 ムでの交流 

 〇 

 １  ボウリング⼤会  ラッキーボウル  20  チーム編成してのボーリング⼤会  〇 

 ３  お別れ会  集会所  －  ゲーム、お菓⼦で歓談、ドッヂビー  未 

         新⼊⽣歓迎会           ボランティアの⽅による夏休み⼯作教室 



         皆で勝ち取った3位︕︕             ボウリング⼤会 

 ③ハロウィーンパーティー 

 （１）開催⽇時・内容・⽇程 
 ⽇時︓10⽉27⽇（⽇） 
 内容︓⾃由に仮装をした⼦供達が簡単なバルーンアー 
 トを⾃分が好きな物を選択し⼀緒に作成。 
 役員が⽤意した地図を持って（あらかじめお願いして 
 いた）周辺のお家を訪問しお菓⼦をもらう。 

 （２）活動のねらい 
 異年齢の⼦供達が協⼒し、チームでミッションをクリ 
 アしながらいくことで交流を深める 

 （３）安全対策 
 ・必要な箇所で⼤⼈がサポートすること。 
 ・チーム戦であっても時間に対して焦らず楽しみなが 
 ら乗り越えていけるための⼯夫 

 （４）計画・準備 
 ・ミックンの着ぐるみの申請〜報告書の提出 
 ・地図を作成し実際に徒歩で所要時間の確認 
 ・お菓⼦を頂くお家にお菓⼦と地図を預けに⾏く 
 ・バルーンアートは説明書だけでは難しいため事前に 
 ⾼学年の⼦に作り⽅を覚えておいてもらって当⽇サ 
 ポート役もしてもらった等々 

 （５）当⽇の様⼦ 
 バルーンアートや、チームでのミッションクリアの場 
 ⾯でも上の学年の⼦がリードしながら各チーム協⼒し 
 て楽しんでいる様⼦でした。 
 最後にミックンが登場すると⼦供達が更に盛り上がっ 
 ていました。 

 （６）感想 
 地域の⽅にお菓⼦を配る拠点を快くご提供いただくな 
 ど⾊んな⽅のご協⼒をいただきながらアットホームな 
 雰囲気で終了することが出来ました。 
 バルーンアートのための下準備、⼦供達が歩く予定の 
 ルートや所要時間の確認、ミックン着ぐるみの申請〜 
 使⽤レポート提出など準備にはやや時間をかけた⾯が 
 あったこともありながら、⼦供達が喜ぶ姿を想像し 
 て、⼤⼈も楽しんで準備をできました。 



 ④育成者視点で年間を通しての感想 

 せっかくの⼦ども会なので楽しんでもらえたらいいな 
 と役員の温かい想いから実現する企画を⾏うことが出 
 来た年だった様に感じます。 
 本来なら企画から⼦供達同⼠で携われたらより良い 
 ですが、⾼学年になるにつれて習い事や保護者の⽅ 
 のご事情など、⼦ども会を何とか続けられているご 
 家庭が多いことも実情としてあります。 

 ⼦供達と⼦ども会を繋げてくれているのはやはり球技 
 ⼤会でのドッヂビーの存在が⼤きいと感じます。 
 事前練習試合など可能な限り実施して異年齢での交流 
 や保護者の交流なども深められることが今年も出来ま 
 した。 

 限られた時間の中でも⼦供達が⾃分たちでできるとこ 
 ろ、学べる部分への配慮も⼤切に、今できるベストを 
 役員出来る⼈で協⼒し合い、保護者の中にも協⼒的な 
 ⽅も多い中⼀つ⼀つ実現してこれた様に思います。 

 ⑤来年度に向けて 

 保護者や役員の⽅の負担は最⼩限に、⼦供も⼤⼈も皆 
 が笑顔になれてまた集まりたくなる様な⼦ども会が守 
 られる様、町⼦連や地域の⽅々のお⼒をお借りしなが 
 ら繋げていきたいと思います。 


